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【声明】第67 回名大祭における自衛隊ブースの出展中止を求めます 

 

名古屋大学職員組合中央執行委員会 

 

第67 回名大祭において、自衛隊によるブースが設置され、自衛隊車両の展示や「自衛隊式体力測定」、防災知識の

紹介などが行われる予定であると報じられています。私たち名古屋大学職員組合は、学問の府である大学キャンパス

において、自衛隊が一見「親しみやすい」ソフト路線の企画を通じて宣伝活動を行うことに強い懸念を抱き、自衛隊の

出展に反対します。 

 

1. 「ソフト路線」による軍事組織の美化と正当化への危惧 

今回の出展では、体力測定や防災知識といった市民生活に身近なテーマを掲げ、車両展示という「乗り物」としての

魅力を利用した広報が行われます。こうした手法は、自衛隊の本質が軍事組織であることを覆い隠し、学生や地域住

民、特に判断力の未熟な子供たちに対して「かっこよさ」や「安心感」を植え付ける一面的な宣伝活動と考えます。こうし

た事態は、名古屋市民の大学への信頼を失うことにつながるのではないかと危惧します。 

他大学の事例でも、こうした企画が自衛隊への忌避感を和らげ、将来的な人員確保のための「人的基盤の強化（勧

誘活動）」の一環として機能していることが指摘されています。大学がこのような一方的な肯定的宣伝の場を提供する

ことは、多角的な議論を尊重すべき教育機関としての立場を損なうものです。 

 

2. 「名古屋大学平和憲章」および「名古屋大学学術憲章」への違背 

名古屋大学は、かつての侵略戦争において大学が戦争を肯定する学問を生み出し、学生を戦場へ送り出した過去へ

の深い反省に基づき、1987 年に「名古屋大学平和憲章」を制定しました。同憲章は、「いかなる理由であれ、戦争を目

的とする学問研究と教育には従わない」、「軍関係機関およびこれら機関に所属する者との共同研究を行わず、これら

機関からの研究資金を受け入れない」と宣言しています。また、「名古屋大学学術憲章」においても、自由闊達な学風の

下で「人々の幸福に貢献すること」を使命としています。 

軍事力の正当化を背景とした広報活動を学内で行うことは、これらの憲章の精神を踏みにじる行為ではないかと考え

ます。 

 

3. 大学の自治と社会的責任 

大学は、時の権力や世俗的権威から独立した「平和の創造の場」であるべきと考えます。山口大学などの他大学で

は、戦闘車両の持ち込みに対し、教職員が「国立大学では例がない」として強く抗議し、展示を撤回させた事例もありま

す。大学祭は学生の研究やサークル活動の成果を披露する場であり、特定の外部団体による、ましてや軍事組織によ

る政治的・宣伝的活動は、その趣旨から著しく外れると考えます。 

 

私たちは、将来を担う学生たちが、軍事力や戦争という重い課題に対し、表面的なイベントによって誘導されるので

はなく、科学的かつ批判的な視点を持って向き合う環境を守る必要があると考えます。 

名古屋大学当局および名大祭実行委員会に対し、平和憲章の原点に立ち返り、自衛隊ブースの即時中止、および今

後の出展を認めないことを強く求めます。 

以上 


